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１ ． 多 面 的 な 観 点 と そ の 観 点  

（ １ ） 労 働 環 境 の 改 善 （ 持 続 性 ）  

建 設 業 は 労 働 力 に 依 存 し て い る 。 し か し 、 生 産 年 齢

人 口 の 減 少 や ３ Ｋ （ き つ い 、 汚 い 、 危 険 ） 、 週 休 ２ 日

制 の 未 実 施 と い っ た 劣 悪 な 労 働 環 境 が 影 響 し 、 人 手 不

足 が 深 刻 化 し て い る 。 さ ら に 、 担 い 手 と な る 若 者 か ら

敬 遠 さ れ や す く 、 建 設 業 の 存 続 も 危 惧 さ れ る 。 よ っ て 、

持 続 性 の 観 点 か ら 労 働 環 境 の 改 善 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） 適 切 な 労 務 費 等 の 確 保 （ 待 遇 面 ）  

新 規 入 職 を 促 進 す る た め に は 、 適 切 な 賃 金 の 支 払 い

や 社 会 保 険 等 の 待 遇 を 改 善 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。

ま た 、 発 注 者 が 適 切 な 積 算 を 行 わ な い と 現 場 の 品 質 低

下 や 賃 金 の 支 払 い へ の 影 響 が 生 じ る 。 よ っ て 、 待 遇 面

の 観 点 か ら 適 切 な 労 務 費 等 の 確 保 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 （ 生 産 性 ）  

近 年 の 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 や 、 令 和 6  年 か ら の 時

間 外 労 働 の 上 限 規 制 に よ り 、 労 働 力 の 低 下 が 懸 念 さ れ

る 。 こ の よ う な 状 況 の 中 、 短 時 間 勤 務 、 リ モ ー ト ワ ー

ク 等 の 柔 軟 な 働 き 方 を 実 現 す る 上 で も 、 魅 力 的 な 職 場

環 境 づ く り と 生 産 性 の 向 上 は 急 務 と な っ て い る 。 他 方 、

デ ジ タ ル 技 術 は 急 速 に 発 展 し て お り 、 不 足 す る 労 働 力

を 補 う 技 術 と し て 期 待 さ れ て い る 。 よ っ て 、 生 産 性 の

観 点 か ら イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 が 課 題 で あ る 。  

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 は 「 イ ン フ ラ 分 野 の Ｄ Ｘ 化 」 で あ る 。
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時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 は す で に 始 ま っ て お り 、 早 急 な

対 応 が 必 要 だ か ら で あ る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

（ １ ） B I M / C I M の 活 用  

 関 係 者 間 で の 作 業 を 効 率 的 に 行 う た め 、 B I M / C I M の

３ 次 元 デ ー タ を 用 い て 、 施 工 図 の 作 成 及 び 出 来 形 管 理

を 行 う 。 さ ら に 、 イ ン フ ラ 分 野 全 体 の 合 理 化 を 図 る た

め 、 ３ 次 元 デ ー タ は 施 工 の み で な く 調 査 か ら 維 持 管 理

ま で の 全 行 程 で 共 有 す る 。 ま た 、 技 術 的 な 情 報 だ け で

な く 、 コ ス ト や 価 格 情 報 を B I M / C I M デ ー タ に 付 与 す る 。

こ れ に よ り 、 コ ス ト 管 理 、 資 機 材 調 達 、 労 務 管 理 の 一

層 の 効 率 化 が 可 能 と な る 。 加 え て 、 建 設 事 業 に 関 す る

様 々 な 情 報 が B I M / C I M に 関 連 付 け さ れ る シ ス テ ム を 整

備 す る 。  

（ ２ ） Ｉ Ｃ Ｔ 建 機 の 導 入  

 安 全 性 の 向 上 及 び 省 力 化 を 図 る た め 、 ド ロ ー ン や ロ

ボ ッ ト 等 の I C T （ 情 報 通 信 技 術 ） 建 機 を 全 面 的 に 活 用

す る 。 具 体 的 に は 、 ド ロ ー ン に よ る 平 時 の 監 視 シ ス テ

ム の 自 動 化 、 I C T 浚 渫 工 、 砂 防 堰 堤 の 自 動 設 置 な ど 自

動 化 を 推 進 す る 。 ま た 、 発 災 時 に お い て も 、 無 人 化 施

工 を 導 入 す る こ と で 、 危 険 作 業 を 代 替 す る と と も に 、

復 旧 作 業 を 少 人 数 か つ 迅 速 に 実 施 す る 。  

（ ３ ） デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 利 活 用  

 収 集 さ れ た ３ 次 元 デ ー タ 情 報 を デ ー タ ベ ー ス 化 、 オ

ー プ ン 化 し 、 新 た な サ ー ビ ス の 創 出 や 官 民 協 働 の 推 進

に よ り 、 更 な る 生 産 性 の 向 上 を 図 る 。 具 体 的 に は 、 イ
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ン フ ラ の 点 検 情 報 を 共 有 し 、 専 門 家 に よ る 遠 隔 診 断 を

実 現 す る 。 発 注 者 、 点 検 者 、 専 門 家 等 の 関 係 者 間 で 横

断 的 に 対 策 検 討 を 行 う 。 人 手 不 足 が 顕 著 な 地 方 自 治 体

に お い て も 効 率 的 な 検 討 、 維 持 管 理 が 可 能 と な る 。  

ま た 、 ３ 次 元 デ ー タ を 活 用 し 、 物 流 シ ス テ ム の 最 適

化 を 図 る 。 例 え ば 、 デ ジ タ ル ツ イ ン 技 術 を 用 い て 、 ド

ロ ー ン の 荷 物 配 送 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 、 物 流 の 効

率 化 を 推 進 す る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

（ １ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 上 記 の 解 決 策 で は 、 衛 星 や ド ロ ー ン に よ る 点 群 や 映

像 取 得 ・ 解 析 で デ ジ タ ル デ ー タ 利 用 が 増 加 す る 。 そ の

た め 、 ハ ッ キ ン グ や マ ル ウ ェ ア な ど の サ イ バ ー 攻 撃 の

リ ス ク が 高 く な る 。 多 く の デ ー タ に 問 題 が 生 じ た 場 合 、

解 決 に 時 間 と 労 力 が 必 要 と な り 、 生 産 性 が 低 下 す る 。  

（ ２ ） リ ス ク へ の 対 応 策  

 デ ジ タ ル デ ー タ に は 、 V P N 接 続 や フ ァ イ ア ウ ォ ー ル 、

電 磁 シ ー ル ド な ど の 多 重 防 護 を 実 施 す る 。 ま た 、 B C P

（ 事 業 継 続 計 画 ） に シ ス テ ム 障 害 項 目 を 加 え 、 サ イ バ

ー 攻 撃 へ の 対 応 を 行 う 。  

４ ． 業 務 遂 行 上 必 要 と な る 要 点  

業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確 保

す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築 し

て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段 階

で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。  － 以 上 －  


